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対馬北警察署協議会第１回会議議事概要

日 時 令和２年１月27日(月) 14時00分～15時30分

場 所 対馬北警察署講堂

１ 協議会

田代会長 濱田委員 平山委員 國分委員

２ 警察署

出 席 者 車署長 川口副署長 馬場警備課長 小田地域交通課長

森田生活安全係長

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

会議の状況 署長から、前回協議会の提出意見に対する推進状況について、次

のとおり説明があった。

(1) 年末年始に向けた犯罪抑止活動の推進

ア 上対馬・上県町文化祭において特殊詐欺被害防止寸劇を実施

した。

イ コンビニスーパーバイザーと情報交換を実施した。

ウ 金融機関に対する警戒活動の強化を実施した。

エ 「金融機関防犯協会総会」「学校警察連絡協議会」に出席した。

オ 「ポプラ対馬比田勝店」「小鹿郵便局」において強盗防犯訓練

及び特殊詐欺被害防止声掛け訓練を実施した。

(2) 年末に向けた交通事故抑止活動の推進

ア 高齢者対策について

(ｱ) 運転卒業式を実施した。

(ｲ) 独居高齢者、高齢者夫婦及び高齢者同居世帯を個別訪問し

て交通安全教育を実施した。

(ｳ) 関係機関と連携した交通安全キャンペーンを実施した。

イ 交通指導及び取締り活動の強化について

(ｱ) 期間中の取締り結果について

(ｲ) 飲酒取締りの実施結果について

２ 令和元年10月から12月までの業務重点推進結果について

署長・各課長から、次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進

(2) 警察安全相談窓口の利用促進

(3) 特殊詐欺を始めとする犯罪抑止対策の推進

(4) 犯罪検挙活動の推進

(5) 犯罪検挙活動と事件事故抑止活動の推進

(6) 事件事故抑止活動

(7) 年末に向けた交通事故抑止活動の推進

(8) 沿岸諸対策の推進

(9) 災害対策の見直し

３ 令和２年対馬北警察署業務運営重点について



署長・各課長から、次のとおり説明があった。

(1) 警務・会計課

ア 県民の要望等を反映した活動の推進

イ 県民に信頼される警察活動の推進

ウ 警察活動を支える警察基盤の整備充実

(2) 刑事生活安全課生活安全係

ア 特殊詐欺を始めとする各種犯罪抑止対策の推進

イ 人身安全関連事案に対する迅速かつ的確な対処推進

ウ 少年の非行防止及び保護対策を通じた健全育成活動の推進

(3) 刑事生活安全課捜査係

ア 犯罪検挙活動の推進

イ 政治的・構造的不正に対する取組の強化

ウ 組織犯罪対策の推進

(4) 地域交通課地域係

ア 制服を見せる街頭活動

イ 迅速・的確な初動警察活動の強化

ウ 交番等の安全確保に向けた取組の推進

(5) 地域交通課交通係

ア 高齢者の交通事故抑止対策の推進

イ 幼児や児童の事故抑止対策の推進

ウ 悪質・危険な交通違反の取締り及び安全教育の推進

エ 訪日外国人による交通違反、交通事故防止対策

オ 免許・規制業務における適正業務の推進

(6) 警備課

ア 2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた警

備諸対策の推進

イ 災害対策の推進

ウ 沿岸諸対策の推進

４ 業務重点推進計画について

署長・各課長等から、次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進

(2) 特殊詐欺を始めとする犯罪抑止対策の推進

(3) 犯罪検挙活動の推進

(4) 地域住民の要望に応える警察活動

(5) 交通事故抑止活動の強化

(6) 沿岸諸対策の推進

５ 諮問テーマの設定について

署長から、協議会に対して次のとおり諮問テーマが設定され、次

回協議会において答申されることとなった。

(1) 諮問テーマ

「子供の健全育成を含めた安全確保についての意見・要望」に

ついて

(2) 設定理由

警察では、子供に対する事件事故防止のために、見守り活動を

始め広報キャンペーンなど各種施策に取り組んでいるが、地域住

民が子供の健全育成について考え、何ができるのかを考えながら

行動してもらうことで、子供の安全確保により効果が上がるもの

と考えているため



６ 速度取締りの指針について

地域交通課長から、令和２年上半期における対馬北警察署の速度

取締りについて、次のとおり説明があった。

(1) 速度取締り路線

国道382号線及び主要地方道上対馬豊玉線

(2) 交通指導取締り要点

ア 横断歩行者妨害違反

イ 酒気帯び運転

１ 交通事故防止対策の推進について

提 出 意 見 春の季節には免許取りたての運転に不慣れなドライバーが増える

時期であるため、高齢者や幼児への事故防止も含めて交通事故防止

対策に取り組んでほしい。

２ 特殊詐欺及び空き巣等の犯罪防止対策の推進について

特殊詐欺の件数が減っても被害額が増えていることや対馬の高齢

者の多くが自宅の鍵を掛けない人も多いので、犯罪防止対策に取り

組んでほしい。


